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和文原著  

足 達  寿 . 成 人 病 、 特 に 脳 ・ 心 血 管 病 を 予 防 す る N-3系 脂 肪 酸 の 役 割

の 研 究 . 第 ５ ２ 回 社 会 厚 生 事 業 助 成 、 医 学 研 究 報 告 集 、 115-117,  

2007  

 

榎 本 美 佳 、 足 達  寿 . 一 般 住 民 を 対 象 と し た 疫 学 的 研 究 か ら 終 末 糖

化 産 物 (AGEs)は 生 活 習 慣 病 の 進 展 ・ 予 防 の 予 知 因 子 と な り 得 る か ？  

第 ２ ２ 回 健 康 医 科 学 研 究 助 成 論 文 集 、 1-6, 2007 

 

榎 本 美 佳 、 足 達  寿 . 終 末 糖 化 産 物 (AGEs)は 糖 尿 病 ・ 動 脈 硬 化 性 疾

患 の 進 展 ・ 予 防 の 予 知 因 子 と な り 得 る か ？  ―  一 般 住 民 を 対 象 と し

た 疫 学 的 研 究 か ら 、 生 活 習 慣 病 予 防 を 検 討  ―  

第 ２ ２ 回 （ 財 ） 総 合 健 康 推 進 財 団 、 1-8, 2007 

 

榎 本 美 佳 . Pos i t i ve  a s soc i a t i on  o f  s e rum l eve l s  o f  advanced  

g l y c a t i o n  e n d  p r o d u c t s  w i t h  t h r o m b o g e n i c  m a r k e r s  i n  h u m a n s .

未 病 と 抗 老 化  16(1):66-71, 2007. 
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Satoh A, Hino A, Imaizumi T. Serum dehydroepiandorosterone sulfate levels predict 



longevity in men (27-year follow-up study). 

 

3. Kumagae S, Adachi H, Enomoto M, Satoh A, Fukami A, Otsuka M, Shigetoh Y, 

Furuki K, Imaizumi T. TGF-β1 is marker for left ventricular hypertrophy in 
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4.Fukami A, Adachi H, Enomoto M, Kumagae S, Otsuka M, Shigetoh Y, Furuki K, 

Satoh A, Imaizumi T. The association between serum monocyte chemoattractant 

protein-1 (MCP-1) and the metabolic syndrome. 

 

国内学会  

第７１回日本循環器学会総会学術集会 .(2007年 3月 15～ 17日 ; 

神戸 ) 

1.Furuki K, Adachi H, Enomoto M, Satoh A, Fukami A, Kumagae S, Otsuka M, 

Matsuoka H, Ikeda H, Koga Y, Imaizumi T. 
Elevated plasma levels of asymmetric dimethylarginine (ADMA) and homocysteine (Hcy) 
are strongly associated with carotid atherosclerosis: An epidemiological study 

 
2.Enomoto M, Adachi H, Furuki K, Kumagae S, Otsuka M, Shigetoh Y, Fukami A, Satoh A,  
Imaizumi T. 

 High serum dehydroepiandrosterone sulfate levels are strikingly associated with less mortality  
 in men (27-year follow-up study) 
 
3.Enomoto M, Adachi H, Furuki K, Kumagae S, Otsuka M, Shigetoh Y, Fukami A, Satoh A,  
Imaizumi T. 

 Impact of higher blood pressure on the risk of death in 27-year follow-up study 
 
4.Shigetoh Y, Adachi H, Enomoto M, Satoh A, Fukami A, Kumagae S, Otsuka M, Furuki K, 
Imaizumi T. 

 Heart rate is a predictor for development of abnormal glucose metabolism: Prospective study 
 for 20 years in a general population 
 
5.Fukami A, Adachi H, Furuki K, Kumagae S, Otsuka M, Shigetoh Y, Satoh A, Enomoto M, 

Imaizumi T. 
 The association between serum monocyte chemoattractant protein-1 (MCP-1) and the metabolic 
 syndrome 
 
6.Kumagae S, Adachi H, Enomoto M, Fukami A, Satoh A, Shigetoh Y, Otsuka M, Furuki K, 

Imaizumi T. 
  TFG-β1 is a marker for left ventricular hypertrophy in hypertensive subjects in a 

general population 

 



第１０４回日本内科学会講演会 .(2007年 4月 3～ 5日 ; 大阪 ) 

榎本美佳、足達  寿、佐藤  晃、深水亜子、大塚麻樹、熊谷俊一、

古木久美子、今泉  勉：  

血中 DHEAS 値は男性における長寿の予知因子である、―27 年にわたる長期前

向き研究から― 

 

第７回日本抗加齢医学会総会（ 2007年 7月 20～ 21日；京都）  

榎本美佳、足達  寿、深水亜子、熊谷俊一、今泉  勉：  

血清 DHEAS高値は男性では長寿の予知因子である、― 27年間の疫

学的検討―  

 

第３０回日本高血圧学会学術集会  (2007年 10月 25-27日：沖縄 ) 

榎本美佳、足達  寿、佐藤  晃、深水亜子、大塚麻樹、熊谷俊一、

古木久美子、南條泰輝、今泉  勉：全死亡にどの炎症マーカーが

予 知 因 子 と な り 得 る か ？  ―  一 般 住 民 検 診 に お け る ８ 年 間 に

およぶ縦断研究から―  

 

深水亜子、足達  寿、榎本美佳、熊谷俊一、大塚麻樹、佐藤  晃、

古木久美子、南條泰輝、今泉  勉：血清 MCP-1は Cardio-Renal  

Syndromeの key factorに な り 得 る か ？  ―  一 般 住 民 を 対 象 と

した横断的疫学研究より―  

 

熊谷俊一、足達 寿、榎本美佳、深水亜子、大塚麻樹、佐藤 晃、古木久美子、

南條泰輝、今泉 勉：血漿エンドセリン-1 は高血圧進展の予知因子となりうる

か？ ― 7 年間の追跡疫学コホート研究の結果より ― 

 

第２２回日本更年期医学会学術集会（ 2007年 11月 17～ 18日；東京） 

榎本美佳、足達 寿、深水亜子、熊谷俊一、南條泰輝、今泉 勉：血清 DHEAS
高値は、男性では長寿の予知因子である ―27 年間の疫学的検討― 

 

研究会・その他  

久留米市女性の会 (2007年 1月 16日：久留米市 ) 

榎本美佳：生活習慣病について  

 

第４９回老年医学談話会 (2007年 2月 10日：福岡 ) 

榎本美佳、足達  寿、今泉  勉：血中の DHEAS濃度があなたの寿



命を決める  

 

久留米学術講演会 (2007年 3月 1日：久留米市 ) 

足達  寿：クレストール錠の使用経験  

 

和歌山市医師会学術講演会 (2007年 4月 21日：和歌山市 ) 

足達  寿： EPA・ DHA摂取は脳・心血管病を予防する  

 

宇久町健康づくり講演会（ 2007年 7月 20日：宇久町）  

足達  寿：心臓病の予防について  

 

第６６回頭部 CT懇話会 (2007年 7月 25日：佐賀市 ) 

足達  寿：メタボリックシンドローム  －最近のトピックス－  

 

顕彰  

平成１９年度鳥居痛風学術賞  

足達 寿：メタボリック症候群と血清尿酸値の関連 

― 一般住民検診における疫学的検討 ― 

 

研究助成金  

平成１9年度文部科学省研究費助成金 

平成18年度～19年度：基盤研究（Ｃ）（２） 

足達 寿、平井祐治、榎本美佳：脂肪組織由来サイトカインは、メタ

ボリック症候群と関連するか？  (140万円 ) 

 

平成 19年度～ 20年度  若手研究（ B）  

榎本美佳：血清 NAG活性高値は脳・心血管病の有力な予測因子で

あるか？―長期前向き研究より―  (190万円 ) 

 

平成 19年度～ 20年度  若手研究（ B）  

佐藤  晃：レムナントリポ蛋白コレステロールと頚動脈進展の前

向き疫学研究  (200万円 ) 

 

平成 19年度～ 20年度  若手研究（ B）  

深水亜子：血清 MCP-1は、メタボリック症候群と関連し、動脈硬

化性疾患の原因となり得るか？  (180万円 ) 



 

平成 19年度～ 20年度  若手研究（ B）  

大塚麻樹：動脈硬化の指標としての肝細胞増殖因子の有用性に関

する疫学的研究  (170万円 ) 

 

平成 19年度～ 20年度  若手研究（ B）  

古木久美子：内因性 NO合成阻害物質 ADMAは頚動脈硬化進展の予測

因子となり得るか？  (240万円 ) 

 

平成１９年度千代田健康開発事業団第５４回医学研究助成  

熊谷俊一：エンドセリン -1と高血圧症及び動脈硬化の発症 ･進展

の関与について（ 7年間の疫学的追跡調査）  (100万円 ) 

 

平成１９年度公益信託タニタ健康体重基金研究助成  

足達 寿：脂肪細胞由来のサイトカインは、メタボリック症候群と関連する？ 
：農村および漁村での一般住民を対象とした疫学研究 （５０万円） 

 
平成１９年度慢性疾患・リハビリテイション研究振興財団研究助成 
榎本美佳：老化に影響を及ぼす因子の解明  (100万円 ) 

 

平成１９年度痛風研究会学術研究助成  

足達 寿：メタボリック症候群と血清尿酸値の関連 

― 一般住民検診における疫学的検討 ― (100 万円) 
 


